コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使ってじよラすに節約 
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ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 



























A 警告 ( WARNING ) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の富い'巧は、 
絶巧に1ま用しないでください。 

义巧の原西になります。 


(§) 


•スプレー吿厳禁 

スプレー左や力じット /-- A 

こんろちボンベなどを ，,< が7 /VA 

温風のあたるところに A な I v\j 
放置しないでください。ニク V-X 
熱で生の圧乃び上びり、^ 

爆発しで危検です。 


•給排気筒（管、ホース）外れ盾換 

給排気筒（管、ホース)び外れ 
たまま使巧しないでください。 «7 i 
外れでいると運転中にがガス Xi 

が室内【こもれて、危険です。 ゴ^ ^ 


•衣類の乾燥厳禁 

巧療などのお燥には使巧しな 二 
いでください。 

巧類び落下しで义がつき、义 
_がの原因になりまず。 ' 

•温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風の出□や 
空気取入 □ をふさびなレでく 
だをし、 

巧類、紙などでふさぐと、义 
がの原因になりまず。 


参低温やけどにま意 

長時間巧薩の同じ場所に 
度!れないでください。 
比較的おい'遍度でちほ温 
やけどや脱水症がの原困 
となります。 



•給排気筒トップ閱そくを験 

揉雪びをいときには、給が気筒トツプの局りび雪でふさがれでいないことを 
確認しでください。ふさびれでいるときは、徐雪してください。 

また、板などによる r 雪囲い J は給が気の巧げになるのでおやめください。 
__閱そくしでいると運転中(こが巧スが室巧にちれで、ちおです。_ 

•給排気筒トップにはを網などは付けない 

給が気廣トツプには、虫よけのためのを網などは f すけなレでください。 

給が気の巧げになり、異常燃おを起こしが巧スび室内に漏れる巧能巧 
びあり危険です。 
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参定期点巧の実施 

定期的 （2 年に1◎程度）に点検•整 
備を受けでください。扁巧を受(巧 
に長期間使巧し続ける ci :、 巧障や事 
巧の原因じなり危巧です。点検•整 
摘はお貫い求めの販売店す資巧者の 
いる巧にの頼してください。 


〇 



•ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は辰 
巧でず。おがけ工事は販売ちや が獻 / C"N 
専門業きにご麵ください。 1 X 1 
(スト-プ&移設させる 
場ちち罔じです。） 




A 注意 (CAUTION) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいものをおブけないでください。 

火災び発ちするおそれびあります。可燃顿との離隔胆雖じついては 
標準おえがけ図例 （3 0 ページ）を参照しでください。 

r # 

0 

参 給油時消乂 - 

給油は、必す消乂しでからおこなつでください。 

义災のおそれびありまず。 < 

難 


参 油漏れ確認 

油タンク，ゴム製ち油管-接合部および機器などからのの油漏れがないこと 
を確認のとご使 ffl ください。巧組び漏れているとがぶのおそれびあります。 

れを \ 

コム製送油管ゾ 職!授^^ 

ぶ^^^〜^ 

が 

•異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは使巧しないでください。 

異窜燃焼のおそれびあります。 

糟 

0 
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•温風に直接あた 5 ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

お温やけどやお水泣がになるおそれびあります。 


0 

•高温部接離禁止 ifflS 

燃擦中や消火直後は、高温部、給が気筒、給排気筒トツプ、粹上部にをなどふれないでください。 1 が W 

やけどのあそれびあります。 

•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあります。 

邀 

0 

•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 ( jO 

不完まな修理は、ち陵です。 

•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、 
やけどのおそれびありまず。機器の上(こ巧びんやかを入れたちのなど 
を置かないでください。かびかかると漏電やが障のおそれびあります。 


0 

•改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーブや給が気筒には床暖房巧の熱交換器などを取り巧けないでください。 

义災やがガスカ< 室のにちれる原因となり危険です。 

0 


•電源コードを傷めない 

電源コードに無 a なでを如えたり、物をのせた0しないでください。 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持って引き巧かないでください。 
乂災や感電の原困になります。 



•電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントに板巧まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使巧しないでください。乂災の原因 
になります。めれた寺での巧き善しはしないでください。感電の原因になります。 












1 •特にを意しでいただぎたいこと（まをのために必ずおすり <ださい) 


么注意 (CAUTION) 


•長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないとき交は保爸するときは、必す霉源プラグをコンたントから巧いでくださし、。 
乂災や予想しない事がの原因となります。 

参電源プラグのお手入れをずる 

ときどまは電源プラヴを巧き、ほこり及びを面物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 

•口油の保管 

な巧は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を楚けた场所に巧管しでください。ガソリン 
などといっしょに保管しないでください。 

誤っで使巧すると異巧燃焼や乂がのおそれびありまず。 

♦変質巧油禁止 

を質な巧、不純の'进（ちれた灯油、かの混じっでいるの巧など）を使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 


参シスターンの水位に注意 

循環水は少しずつ蒸発します。 

1ヶ月(こ1◎程度は、シスターンタンクの水位が規定水位にあること 
を確認し、不足しでいる場さは補巧液を補給しでください。 

上限水巧む上は、入れないよラを急しでください。 

(床暖ネルを接続しない場をは、循環水は不要です。） 


参カーぺットのはがれにま意 

カーぺットがすれたりめくれたまま使用しないでください。 
床パネルに直接触れるとやけどのおそれがあります。 


参循環液（循環水-不凍液）の保管に注意 

幼巧の手の届かない巧に保管しでください。 

巧一、歎んだ場合にははかせで、屋師の彰がを受けでくださし、。 


日 







参給排気筒付近の可燃物近接禁止 1^ 

給排気筒トツプの近くに、な莊やす燃物など引义のおそれのあるちの ^>(0 

を置かないでください。乂災のおそれびありまず。 

•指や棒を入れなレ I ミ 

温風の出□や空気巧入れ n などに指や異物を入れないでください。 

クガや乂がの原因になります。 

•初めてお使いになるときの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きがくまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル烏やか動物などに影 S する場さがきえられますので、この間は部屋に入れないでく 
ださい。 
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•特にま意しでいただきたいこと(まをのために必ずお守りください) 


お願い （NOT に E ) 

•機器を廃棄するときのを 意 

♦な油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するときは、定巧面器の巧巧を 

巧油の廃棄処分は、巧ミあをお買い巧めになった販売 

巧きとっでください。 （21 ページ） 

店にご相談くださし、。 

巧油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思ね 


め事巧になるおそれか> あ0ます。 

V _ 

J 


2•使用ずる場巧 


ストーブをををに使用するためには、場所の選定力<大のです。 


ままに使用するために 



参マントルピースなどには据え巧けないでください。 


•標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 
/空気の濃度が薄いため、 燃焼に必要な空気が不足し、 
I ます。 ) 


効果のに使巧するために 


参冷気の入ってくるち向、例えば窓側などじ置くと、ち気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効果のです。 


出入□など人の通るところは、ぶつかると危换でずので 
谋けでくだまんお.’;’•が如.:.…:、’ 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/むびけましょラ。 

ストーブの前厨に轉審物びあると、部屋の湿度にむらができるばかりすなく、忽 V く射熱によつてストーブ本体の通度 
使巧锡巧にはホが'ま泉しで効索のに便馬ムでください。 
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畴鍊表示(綠) 

，通常は現在時刻を表示します。 

• タイ7— 運転時はタイ7—むツト 
時刻を表示します。 



;:晋:議騰壺靈麵酬鷹屬靈 

運転スイッチを押す （■) 

と点なします。_ 

もう一度巧す （ 1 ) と消な 
しまず。 


サがートヒ气夕 
運転ランブ啸) 

•サボートヒータ運起 
中は点なします。 
•サポートヒータ運転 
停止中は消巧します。 


タイマー表示ランす(緑) 

• タイマー運転中は点なします。 
• タイマー運お停止中は消なし 
ます。 


凄おスイッチ 

巧す （■) と運転（点义） 
しまず。 

ちラー度巧す （ 1 ) と消义 
します。 


おーブ運 転表巧ランプ(緑) 

-たーブ運お中は点巧し、照除 
すると消'なします。 

•室温設定を10で （ F 点設定） 
にすると有動のにたーブ運転 
になり点なします。 


お;；設定室温表示（緑)；^ S 

• 室温設定ボタンで設定した室温をデジタル表示 
します。 

•ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの 
状態び記号表示（モニターサイン）されます。 


設定巧温表示ランプ（縁) 

• 床温調節ボタンで設定した巧温を表示し 
ます。 

•巧暖房運転時に点なします。 

，左から3個目のランプび点巧したときは 
適温設定になります。 


























■オープンボケットの開® 

•オープンポクットを姪く押しこむと、ゆっくり出できます。揉作を轻く巧しちどずと□ックしで止まります。 

:麵誦變焉麵議圓隱 

■揉作音についで 

•揉たボタンを巧すとピッと音がします。 

•誤操たをするとピッ音び2回します。 


















































燃料は必ずな油 （ JIS 1 号な巧）を使用しでください。 

ガソリンなど揮発性の高い油は、乂災の原因になりますので絶対に使巧し 
ないでください。 

注胃変質む油、ミ与れたの;巧、水の混じつでいるな'巧などは、絶巧に使しない 
でください。 

♦ IA 注意 I なミちは、必す义気’雨か‘ごみ-高温及び、直が曰光を避けた場所に保管 
しで < ださい。 



■給巧のおの手順とを意 


•送ミあバルブを蘭じで給油□ふたをはすし巿版の給油器具での油を給油しでください。 

'油量計の針び r 満」をさしたら給油をやめでください。 

•給油□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

•給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

■給油□ふたは、お実に締めでください。 

■こぼれた巧油はよくふぎとっでください。 

■燃料のれのを意と空気巧ぎの方る 

油タンクを空にしないよラに注意しでください。 

油タンクをいったん空にしまずと、送、莊経路のに空気わ《たまり、正常に送ミ由びできなくなることびあります。このよラ 
な揚合には巧の順おで空気巧含をしでください。 

1. '油タンクに給なします。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすしまず。 

3. ゴム製送巧管から巧が連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製を巧管をちとどお 
りにス I ブに巧り巧けます。（油びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 


運括開始前の準備と巧認 


■巧を装置の它ット、取扱上のま意 




ネリめで使巧するときやシーズン祝めには、ストーブ正面ち下の定ミ由面器リたツトレ A — 
(黒色）を左ち向に止まるまで押しで<ださい。 

嚷妙たツトレバーは据え付け時やシースン穗めに擦がしまず。お渔澈器に強い衝 
寒を碁えたり異常びあったとき據抑ま V 特に操作ずる必襄がありまおん。 

ち^、病义操作後な'ぶびおすにモニターサイン E ぶが羡宗されるよラな爲貪は 
妙たツトレノトを抑しでぐださい。 

(蒙き蘇がはすれ、な泡がスムースに流れまず。) 

•リたットレバーは部累に扱ったり、巧したままのが態には絶巧にレないでくだ 
、巧い。。' . 












運転開お前の華備と確認 


■ち巧経巧の巧ちれの巧拐 I 

参'巧タンクやちが宮の接さ部などから巧ちれがないかどラか確認しでくださし、。 


■電^線の巧窥 

参 拉ま意 I 電源プラヴをコン它ントに巧の振元まで確実に差しこんでください。 
•電源コードが給排気筒などの离温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 



■接地(アース)の巧巧 

参工事説お含にしたびい、接地（アース）びとられているかどラか確認しでください。 


■点义の要巧と注意 



ストーブ単独で運転ずる惕合は r ストーブ單独 J に、ストーブ床暖房運おをおこなラ巧台は r ストーブ床暖房 J に、床 
暖切換スイツチをじツトしでください。床暖の換スイッチのたットは運転開始前におこなつでください。 


•ストーブ床暖房で運転するおさ ♦ストーブ単巧で運乾する巧さ 




秦 注意 I ストーブだ測面の水位計で、シスターンタンクの規定かの（上 
お水位と下お水のの間）まで循環か（コ□ナ床暖房用循環液）び入っでい 
ることを確認しで<ださい。循馬かび入っている場含は黄色になりまず。 
循棵水は上限な上入れないよラな患しでください。 

か位び下限が下の巧をは、床暖房き巧補巧液を入れでください。 



•ストーブの部や温水配爸接合部からかちれびないかお詔しでください。 

•床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取り巧けたお含は、必すバルブび開いでいることを確認しでくださし、。 


mm 











































































• ル'巧產流出 
’巧流用ち風おまわる 
-福環ポンプた動 


‘設定室温と部屋のが巧にのじた 
乂でになる 
-リニアダンバー作動 
‘巧暖温度調節の設定巧温になる 
よラに、自動調節される 


丄 i ■運技スイッチを巧す 

11…… " 


隹オープンポクット的の乂乃調節つまみで「呂動運弦 J と1■寺動運起 J ぴ設定でさます。 
ご希望の運おちまでご使巧ください。 

义順巧） 

■ストーブ义力調節 r 自動運捉」の場さ 


m ]\ 手動乂力調節 
微かル中 大 



ストーブ 床暖房運乾 

f タトー ブ•ホ暖切換、 
をジストブ I 

m i^^m \ 


運お fi 
•入•极1、 



•乂力調節つまみを「目動」に含わせでください。設定室湿と部屋のがミ兄に応じ 
た义力で燃焼します。 

(ス!-ーブ义力調節「ま動運転」（微か〜大）の場含は、乂力調節つまみの設定 
乂力で燃焼します。） 

•時計させは15ページ「現を時刻の調節ち法 J を参照しでおこなつでください。 


1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しで<ださい。 

2. オープンポケット巧の床暖の換スイッチを「ストーブ床暖房 J に舍わせで 
<ださい。 

3. 達転スイッチを巧しで ITU じしでくださし、。 

自動の(こ、なのよラに運弦（予備燃焼 > 本燃焼）します。（ストーブ乂力 
調節「ま動連お」（微か〜大）の場をは設定室温の表示はありません。） 



5 .使巧方法（使い方）_ 

運お開始（ぉ义) 


■運振中に巧お切換スイツチを操作した場さのを意 

むやみに、ス I ブ単独*-^ス I ブ床暖房にのりかえないでください。循環水のつまりの原因になります。 

♦ 巧 K - ブ锥独 * 方ド^ブな疆 馬卜.自動のにいったん消乂しで、約10分後に再点义し、ストーブ床暖房運起を開始し 
ます。そのとき、「ジユ ー 」といラ循環かの蒸発音が発生することがありますび異常ではありません。 

參!ストー ブ賊 i 房^ス p s 梦驚甄 …運起はそのまま継続します。しばらくしで「ジユー」といラ循環かの蒸発音がし 
ますび異常ではありません。 


巧 

点 

スる 
巧ンわ 
な巧ラま 
点示示機 
ブ表表風 
ン温温ち 
ラ室床巧 
お定定烧 



X 予備燃焼を約 2.5 分間、乂では中火でになります。 











1 ，時刻表示が現な時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オーブンポクット巧のサポートヒータスイッチを r 入」にしでくださし、。 
自動的に、なのよラに運転します。 



! 誦 H 葬 ㈱ 奶獅一 II ： 一姑麵麵 I 戀圍11画 



1 . 時刻表巧び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2, オープンポケット巧の巧暖の換スイッチを r ストーブ巧暖房 J に合 
わせでください。 

3. 運おスイッチをがしで r 入 J にしでください。 

4, オープンポケット巧のサポートヒータスイッチを「入」じしでくだ 
さい。 

自動的(こ、次のよラに運お（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ 
乂力調節 r ま動運転 J (微か〜大）の場台は設定室おの表示はありま 
せん。） 


巧をスイッチを巧す 
サポートヒータスイッチを r 入 J 
にする_ 

巧をランプ点灯 
鼓を室温表示点灯 
設定床湿表示ランフ点な 
が热巧を風なまわる i 

サポートヒータ運転ランプ点灯 J 

かな■流出 
巧流巧を因なまわる 
宿巧ポンプ巧の 


. 設定ま巧と韩屋のが巧に欣じた 
义力になる 
>リニアダンバー巧動 
’巧巧湿度胡巧の設定床通になる 
よラに、リニアダンノく一巧びヴ 
ポートヒータ化力が、白動的に 
制がされる 
サポートヒータ巧転 



※予備燃焼後約2,5分間、义力は中乂力になりまず。 


































-か巧呈流出 
-巧流巧を風機まわる 


設定室温と部屋のげ巧に応じた 
义力になる 


《予備燃焼後約 2.5 分間、义力は中义力になります。 


参透乾スイッチを r 入 J にがこをき、運転ランプび巧なせす{こタイマー表おをシブが点なずる锡食は、タイマ--運転 
となりまずので、タイマ^たッ，ド;ボタンを巧しでタイマー運載をが傑しでくだをい。 

參燃焼ホに運おスイッチを巧レで f 溝义 J にしたり、タイマーたットポタンを巧ずなどしで絡1妙な上通霉を化めま 
すと呂動消乂し、約2お間の茂巧のをでないと再点乂できません。， 



j 

■ 運乾ランプ巧な 



-設定室温表示な打 

j 

1 

3 

-燃爲巧ち風おまわる 

…….,1 



室温の調節 （ 自動運お> 


オープンポケット内の乂力調節つまみを[白動」にさわせると、ルームサーモによる自動運おとなり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）が表示されますのでなのよラに調節しでください。 

室温設定ボタン[高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

n まめ J をがずたびに15でまでは1ですつ下びり、15でから 
はいきなり10で （ F 点設定）となりまず。 

10で設定の場台は t ーブ運転表示ランプが点巧し、忆ーブ運転 
となります。 

(^設定室温を15でが上【こ上げるとじーブ運起表示ランプび消^| 
、え、自動のに辭除されます。 ^ 









設定巧温 


床暖 


特に温度設ましない爲合は、白動的に快適マークのの屋（設定床温 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

床温調節ボタンを巧ずとなのよラに床温調節でぎ設定床湿表示ラン 
ブち移動点なします。 

♦[胤……1◎巧すたびじ設定温度を6で下げ、ランプ表示び 
左側へ移動。 

-「高 J …•“1回巧ずたびに設定温度を6で上げ、ランブ表示び 
ち側へ移動。 


室温の調節（白動運起） 


> こ:;-;^:で :^:う!， A .-, { 

ストーブ乂で調節 r 自動 J 運短時に、微か乂方でち窒湿が'設定室温より上昇する場さ、設定室温よ0約3で上昇すると 
自動的に消乂し、設定室温まで下がるとな义動作に入ります。これをくり返すことじよりむだな部屋のあたため過ぎを 
巧ぎます。 


入/な! 





•室温設定ボタンによりお望の室温設定を、它ーブ透おボタンを押しでく 
ださい。 

じーブ運転表示ランプび点巧し、じーブ運おとなります。 

参じーブ運おボタンを巧度巧ずことによりじーブ運お表示ランプび消え、 
むーフ遲起廣除となります。 


(ま IT 調節一ま動達提） 


き遍設をによる白動運起の他に、义力調節つまみによるを動义力調節が巧能です。 
なのよラにしでください 


f 自動 ま動义力調節 

微かル中 大 

•■ mil . 

、 U 、 - -- —… 1 - 

_ QD 


参才ープンポクット巧の乂力調節つまみを「微少 J から「大」 
の間のご希望の位 S にさわせでください。 

表示部の設定室'遍表示び消え、予橘が焼が終了すると約 2.5 
分間义力は中乂でにな0、テのをは义力調節つまみの設定义 
力で燃焼します。 


■がのげ態 

ストーブの据え巧けや給排気筒の設置条件で、炎は多かを化します。 

.讀卿嚴 t 雜を蘇寶を^雞嫂:巧お^が i 謀參丰難を横を J 葬癸祷がえ鶴黨き骇が P レで《お数為 


巧暖パネルの湿度調節 


ストーブ巧暖房運巧、サポートヒータ運お、スト^ブホお房 • サボートヒータ併巧運乾のいすれのお台をお環水び設定 
温度になるよラに、自動的に'温度調節されまず。文、設定巧温表示ランプ(こ快適マークがついでいまず。快適マークは、 
床おパネルのカーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3畳の場ミ）に保つ循環が温度を示します。ご参辜にされ 
ると便利です。 

















運乾停止（消义) 


广ぉ义順巧） 

ストーブ床暖覇は 齡ブ摩鷄覇 



運弦スイッチを押しで[の」【こしでくださし、。 

運転ランプが消なします。 

燃焼室カタちがすると自動の【こ燃焼巧送風機、巧流用送風機、循環 
ポンプ（ストーブ床暖房運転のみ）力す停止し、時刻表示ながのす 
ベでのランプび消巧します。 



サポートヒ^タスイッチを r ^」 にしでください。 

サポートヒータ運おランプ、設定床温表示ランプか f 消灯し、同時 
に、サポートヒータ、循環ポンプカ<運転を停让します。 



運転スイッチ、サポートヒータスイッチを r 巧」にしでください。 
運転ランプ、サポートヒータ運おランプが消巧し、サポートヒー 
夕び運転を停止します。燃焼室びち却ずると、自動的に燃焼巧送 
風機、巧流用送風機、循環ポンプび停止し、時劾表示ながのすべ 
でのランプび消巧します。 

サボートヒータスイッチののり忘れに注意しでください。 


•[2 公を意] 2日な上家をあけるなど揉特攝使巧しない扇含は、難提力镇をに巧比しでかが!额ブ5ジを：3 
ンたントがら巧いでください。 

•外出のときは、必す谨おを婷化く消义）しでください。 

奮運お淳止を、燃焼巧送風機が停振ずるまでは電源プラヴを抜かない巧くださし、モし終きますと、ガラス巧窗がぐ 
もったり、ス I ブの表面湿廣が丈拜します。 


消义後、再点义するとぎのま意 


•燃焼中に誤って電源プラブを抜いたり、運較スイッチを HOT 」 にすると、再点乂安を装置の働きで、ストーブびち却 
されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間的な消乂操作（約1秒な巧）の場台は、そのまま燃焼び継続されまず。 

•厚電時には、必す運転スイッチを「の」にしでください。 







時計-タイ7— 



1. オーブンポクット巧の時計調節スイッチを「時計させ J にします。 
はじめで使用するときや、電源プラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを巧しで現在時刻をさわせます。 


例：午前6時巧分に台わせる場さ 

①「時 J ボタンを押しで"午前6 : 0 0" にします。 @r 分」ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にしまず。 


時 C 


〇分 

時計•タイマー 

V- 

r 


i - り 

、 

輔丘： 





時 〔} 

名 

?分 


们 



時計•タイ7— 




3,必す時計調節スイッチを「通巧 J 位压にをどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常」位置じちどした跨点から動き始め 
ます。） 


|圓画1|難 
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接;*^ 華酷;明麗華譯卽霉を遗讀お還を;苗骗;:顯お;もお駕墙诏な轟肖强幹嚷囑 


タイマーの使巧方法 


■透振時刻のさわせ巧 

' 時計•タイマー^ 

させ舍せ^ 


1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時 J • r 分 J ボタンを巧しでタイマー点义時刻をちわせま 
す。「分」は5分ごと(こ動ぎます。 


例：午前6時30分に合わせる場ち 

①「時 J ボタンをがしで"午前6 : 00" にします。 ③ r 分 J ボタンを巧しで H 午前6 : 30" にします。 


mCT ) 

〇分 

時計•タイマー 

t | 一、 J 、 

d ノ 1 

^ す前^ ' - 

[ 0 D 

f 








時 〇 

ぶ 

) 分 


巧 


時計•タイマー 

午前1 

i 1 

1 6 

♦ 

• 

日な1 


これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 














































3. 必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。これで時刻 
表示には現を時刻が'表示されます。 


■タイマー運括方ま巧 お^ブ尿雇焉達財巧朽与當强遷叔 



1. 連廣スイッチを押しで「乂」にしでくださし、。 

(燃焼中の場台はそのままです。） 

2. 運転するとさのご希望の室温又は、乂力に合わせでください。 

3. 巧温調節ボタンで、巧暖温度をご希望の温度にさねせでください。 

(ストーブ巧媛房運おのみ） 

4. タイマー它ットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマー t ット時刻び表示され、タイマー表示ランプカ 《 点巧 
し、タイマー運転に入ります。 

(このとき、燃焼巧を風機び10分間運転しますび異常ではありません。） 



1. オープンポケット内のサポートヒータスイツチを「入」にしでくださし、。 

2. 床温調節ボタンで、巧暖温度をご希望の温度に合わせでくださし、。 

3. タイマー它ットボタンを押しで<ださい。 

時刻表示(こタイマーたット時刻が表示され、タイマー表示ランプび点な 
し、タイマー運転に入ります。 



- 

タィ写 

pi 

叶 

) 

、ジト 

- り 





1 . 運転スイツチとサポートヒータスイツチを r 入」にしでくださし、。 

(燃焼中の場さはそのままです。） 

2. 運転するとさのご希望の义力にさねせでください。 

3. 巧温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせてください。 

4. タイマーじツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじツト時刻び表示され、タイマー表示ランプ 
び点巧し、タイ7—運転に入ります。 

/このとき燃焼用送風機が10分間運乾しますび異萬ではありま^ 

I せん。 / 


•タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじット時刻び表示され続けます。 
•運乾中にタイマーじットボタンを押すと、ス I ブは白動消乂し、運転を停止します。 

参タイマー達振は、達転スイッチが化よになクでいないと逐睹び開始をれません。 
•おでかけのときのタイマー魚义(ま筵げ苦ぐおきい。早: 





タイ 7 —の使巧ち法 


■タイ7—運おの席な 



隹タイマーじットボタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消灯し、時刻表示に現巧時刻び表示され、タイマー 
運おびがおされます。 

参このままであれば巨動的に運乾を開おします。運活を停止する巧さは、運 
おスイッチ（サポートヒータ運おの場さはサポートヒータスイッチ）ち 
r の J にしでください。 


■タイマーじツト時刻-現を時刻の巧記 




境を時刻の確認 


タイ7—た、ジト時刻の確認 


① 時計調節スイッチを r 時計合せ J 文は「タイマ 
一をせ J に舍わせます。 

② 現を時刻又は、タイマー它ット時刻び時刻表示 
に表示されます。 

③ お詔を、時計調節スイッチは、必す r 通萬 J 位 
度にちどしで < ださい。 


モニター サインについで 


ス I -ーブにトラブルび巧生ずると、トラブルのが態び設定室遍表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場を記导表示の内容を、ストーブ左側面に E [1 刷されたモニターサインー装表、または 25〜26ページ 「巧廣•異常の 
見分けちと処西方法」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


く モニター サイン ー覧表〉 


モニターサイン 

異をがお 

モニターサイシ 

異常がお 

モニタ-サイン 

異常状お 

E 1 

途 

中 消 

乂 

EA 

燃焼用を風お異巧俟化 

P 5 

冨お 不良 

E 2 

不 

着 

义 

EC 

ルームサーモ巧絕 

F 1 

熱巧サーモ作動 

巨3 

巧 

巧 が 

m 

EE 

停比時ポット異巧過熟 

F 2 

磊おサー S スタ巧操 

E 5 

巧気管巧けお巧巧® 

E 0 

な的サーミスタた里） 

FC 

澡温サー S スタ短お 

E 6 

ルー 

•ムサーモ断綜 

P 1 

ポットホ热不足 



E 7 

安をサーモ作勤 

P 2 

ポット温度お下 



E 9 

停 


m 

P 3 

ポット異巧過熱 



E 8 

疑 

拟 乂 

炎 

P 4 

不消义(消义時间び長い） 




使巧上の注意 


床暖八ネルの温度調節 


•床暖の湿を調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の湿度弱節のため、部屋を体の温度調節ではあ0ません。 
カーぺットの表面び'熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分を悬しでください。 


循環水のず結ず巧（循環液のま入) 


寒巧巧だけでなく、暖かい地域でち读結予巧及び腐食予巧のために、必す循 巧 液を入れでください。 

•循環'巧は必すコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使巧ください。他の不凍液を使巧したり、混台したりずると製晶 
の寿命が巧くなりまず。 

参僱巧液は3年を目安に入れ力、えでください。（閲封したお環おも含む） 


結露がの処理 


•が気管に結露かびたまった塌合は、お貿い求めの版お店に点検をの療しでくださし、。 






使巧上のミ主意 


本書の「特にま意しでいただぎたいこと（ををのために必すお守りください)」の化に、巧の項目じついでちを意しでく 

ださい。__ ________ 

•上面ガードは、地霞などにより巧燃物び落下したとさなどに义災を巧化するためのちのです。やむをえす取りはす 
した場台は、必すちとのが態に取りがけでおいでください。 

♦クリーニング店、美容院などの化挙薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

•雷び発をしたとき、雷（誘導雷）【こより一時的な過電圧が'かかっでち、過電圧防止装置び'機器を保謹ずるしくみに 
なっていますび、大きな雷（直撃雷など）の場含は、電子部晶を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントからないでください。 


6 •巧を装置 


このストーブにはなのよラなまを装置びついでいます。 

すべでのまを装置は、異萬び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安を装置 原因-た動結果 

処置方を 

巧震呂動消义装置 
( E 3 表示） 

• 強い地藍や衝撃を受けたとぎ 

ク 

• モニターサイン旺3表示 
• S 動的に消乂 

♦ストーブの固のに異常びないか確認 
し、点义操おしで<ださい。 

(巧露白動消义装置は作動を自動的 
に t ツトされまず。） 

点乂まを装置 

燃焼制御装置 

(フレーム日ッド） 

( に 1 表ホ，閲表示) 

\ (途中消义）（不着火）/ 

•点乂 S スをしたとさ 
•途中失义をしたとぎ 
•がび異萬にルさいとき 

ク 

-モニターサイン 1 f 厂表示または 

1 EP 1 表示 
-自動的に消义 

• 曰萬の点検 • 手入れ （20 〜24ページ 
参照）をしでから馬乂探作をしでく 
ださい。 

•なおを異常びある場合は、お買いず 
めの販売店にご相談ください。 

停電まを装置 
/ f 7表示け弓表示、 

(30 抄む上）秒]^上'’、1 
\ 130 秒未満,/ / 

■停電したとさ 

•電源プラヴび巧けたとき 

’ ク 

-通電後モニターサイン 7 表示ま 
たは£ろ~表示 
‘自動のに消义 

• TT の場を、時計などの t ツトを 
しでから、点乂操たをしでください。 

• EB の場合、通電後点义操作をし 
でください。 

♦電源プラグを確認しでください。 

過熱 防止 装置 

♦まをサーモスタット 85 で 

(i 7 . 表示） 

1 

•巧流巧を風機のフアンガードやスト 
ーブのを面びふさがったとき 
•ストーブの前面に障塞物などびある 
とさ 

ク 

* 自動の(こお义 

* ストーブび;を巧された後モニターサ 
イン （f ■/ 1 表示 

•原因を取〇陈いでから点乂操たをし 
でください。 

•処置をしでち操り返した動するとき 
は、レつたん運転スイツチを押しで 
「の」にし、販売巧に連絡しでくださ 
い。 







装置の名称 

原因-作動結栗 

処置ち法 

再点义安を装置 

•消义度を、再点义操作したとを 

ク 

- 約2分間の 巧 巧をでないと点乂動が 
に 入らない 

•約2分経過を、き動的に点义動、 

[. 作を開始しまず。 ノ 

が気管抜け検巧装置 
(1551 表示） 

• が気爸の接続部びはすれたとき 
•が気管巧け検巧巧リード線びはずれ 
たり、が線したとぎ 

ク 

• モニターサイン 1 €5 1 表示 
■ストーブの運転を停止 

•おが巧筒およびが巧爸の接続部に、 
はすれ-ゆるみびないか確認しでく 
ださい。 

• 排気管巧け検巧巧リードおのゆるみ 
または、はすれ-のれびないかお認 
しでください。 

旣も^^^^^ 

ぷ喊ぉ:接剛 -咱 

燃焼用を風機異常 

お出 装置 
( ER 表示） 

♦ 回乾数 カタ 異常にお下したとき 

ク 

•モニターサイン If 巧1表示 
•ス 1 -ーブの運おを惇让 

•異常巧下の原因を取りないでからお 
义操たをしでください。 

•なおち異常びある場合はお吳いずめ 
の販壳巧にご相談ください。 

週電流防止装置 
(表示部を消'な） 

♦内部配線のショートにより過電流び 
流れたとさ 

ク 

•巧流ヒューズが助れ、すぺでの運転 
を停止 

• お巧レ求めの販売巧に修理を依療し 
でください。 

循環水過昇防止装置 
(「ni 表示） 

• 循巧水び«揣に巧かしたとき 
■循巧水び循おしないとさ 

ク 

- モニターサイン f / 1 表示 
- 白動的にストーブお独巧捂にのりか 
わる 

• ストーブをいったん消乂しでお巧水 
過异原因を取りおさ、点义巧たをし 
で < ださい。 

• なおち異常びある场をはお貢いホめ 
の販お店にご巧がください。 

サボートヒータ 過熱 
防止装置 

• お巧かび極端に該少したとき 
•循巧かび循環しないとさ 

ク 

- サポートヒータへの远巧を巧止 
(湿巧び下びると有®のに通巧を再開） 

•連転をいったん巧止しで、曰常の点 
巧-ま入れ （24 ページ）をしでく 

•なおを異萬びある巧合はお貫いずめ 
の販売店にご相談ください。 

機内サー S スタ 
{{EIJ 表示） 

♦ 巧流苗送®機が臭ち巧让したとき 
♦巧流巧を®機のファンガードやスト 
ーブの前面がふさがったとさ 
• ストーブの前面に巧害物などびある 
とぎ 

ク 

• モニターサイン If 口 1表示 
，呂動的に消义 

•原因を取り巧レでから点义操作をし 

• なおち異常びある場含はお冥レ求め 
の販売店にご相がください。 


mm 



点検•ま入れは消火を、ポットバーナびち却しでから、必す電源プラブをコンたントから巧いでおこなつでください。 

注®夕気部度の參據やお巧琼と感義觀は絶がにレないでく雜ぎ阵 


点巧、ま入れの必要頂 S 、 時期、方法 


■周囲の可燃物（使巧ごと） 

參を罰ストーブの周面は、常に巧理•掃おし、燃えやずいちのを畳かないでください。 


■ほこり-汚れ（使巧ごと） 

•ほこりや巧れをそのままにしでおきますと、'ぶびしみたりしで危挨です。 
ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 


■巧をれ-油のたまり-巧のにじみ（使巧ごと） 

•屋台.ミあタンクにミ由ちれ*油のたま0や油のにじみか'ないか、ときどき点検しでください。 

又、給油の際にこぼれた巧油は、よくふきとつでください。 

，油ちれのある爆食は、據覇據求めの麟義靡に修理を巧療しでください。 

■ゴム製送油管の点巧-交換の目安（シ-ズン巧め） 

•[ごま意 I ゴム巧ち巧管は、屋巧で使用しないで<ださい。 

屋巧での使巧は禁止されでいます。 

•屋内でゴム製をミ由管を使巧しでいるときは、膨潤、鞭縮、変質、変お、ひび割れカス？いか確認し、巧点のあるときは 
交換しでください。 

交換の目まは、3年に一度です。 


■巧タンク（シーズンのがめ、適時） 

•油タンク巧はかやごみびたまりやすいちのです。給ミ由のとき、点検しでください。 

油タンクののか巧き及び掃除は、油タンク巧屬の取扱説明書に従つでおこなつでください。 


■給妍気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（ちに 1 回程度） 

•給が気筒及び、トップの罔固に障害物び置いでないか、とぎどき点侯しでください。 

春給が気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズンネリめには必す点検し、くちび集をつくったり異物び入 


•お排気筒及び、が気管の接続部びはすれたり、排気管巧け横 
短巧リード線びはすれたり、断線しでいないかおおしでくだ 
さい。 

隹給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるとさ、排気管 
の接続部の部にはめこんである〇リングか 18損しでいないか 
確かめで < ださい。 

狼損しでいた谋含は、お憂いぶめめ販费叙こ巧換ぞ依療し 
でください。 


つたりしでいるとさは、必す掃除しでください。 



メスオスエルボ 



( P 40 4種 D ) 


■定巧面器のスト レーナの おお （適時） 

•定油面器には、ごみをおくためのストレーナびついています。 

ごみびたまると、な涵の流れを妨げで、十分な火力び出なくなります。 
巧のよラに掃除しでください。 



1. 巧タンクの送がバルブを閉じでください。 

2. ストーブの前板を止めでいるねじ （5 本）をはすし、前おの 
下側を引ぎ上げで、前に引いで巧りはすしでください。 

3. 操作部を左図のよラ(こ、①操作部の左側をかし引き上げで、 
® ま前にまねしで、開いでください。定巧面器びみえできま 
ず。 

4. ストレーナの掃除□に荷札などの厚紙を差しこんで、巧なイ 
ドをがり、その下に容器を置いでストレーナの化めねじをゆ 
るめではすしでください。 

定巧面器の巧れた!〇巧やごみびを部流れ出まず。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいな0巧の中ですすぎ洗いを 
しで<ださい。（水で洗わないでください。） 



■巧流巧を風機のフアンガードの»|揉（卸。回な上) 




を？。。。も 

MM 


フアン方ード 


•フアンガードびごみやほこりで目ブまりすると、送風力びおくなりが気温度び上 
昇ずる原因になります。〔過熱防让装宙（安をサーモスタット）または機巧サー 
ミスタの働きで運転が傍止する場さびありまず。）なの妥領でストーブ巧面の 
フアンガードの掃おをおこなっでください。 

1. 運転を厚让し、が流巧送風機び止まっていることを確認しでください。 

2. 描陈機などでフアンガードについたほこりを取り除いでください。 











■ポットバーナの掃な （ 適時> 

参尼ミ主意]掃なは、ストーブをお义させな巧ち卸しでから、おこなって<ださい。 

熱いがおでおこなラとやけどのおそれびあります。 

参ポットバーナにすすびついで炎のおびす揃いになったときや、ポットバーナの底にずすやカスがたまりすぎで着乂び 
おそくなったときは、次のよラにしですすを巧り隙いでください。 




1,上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃焼筒ふた巧えを取つ 
で < ださい。 


2.燃焼简ふたをはすしでくださし、。 


3.スクルトンは中ふたに取り巧いでいます。スケルトンをガラス巧筒 
にあでないよラにしで、巧りはすしでください。 


ん燃焼リングをフレーム□ッドに当でないよラ(こを意しでを図のち向 
じ燃焼リンブをまわし、巧りだしでください。 


5.点义ヒータ、点乂ネットをいためないよラに、ポットノ\ーナ内部の 
すずをドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでく 
ださい。 



スケルトン脚 
スケルトン 
燃焼 I 」ンヴ 


6.組立での際、燃焼リングは、左図のよラに圧しく確実に取りなけで 
<ださい。 


垂ボッいトナ、燃焼 U シク准損應挺まま使巧します < t ：、 燃焼びおくなります。ドうイパーなどでつついでみで巧 
びあいたり、夕けた霸食は新むいおのと巧換しでください。 

ポットバーナめを換な、嫁すお貢む!求が)のお売巧に巧頼しでぐださい。 









点検、ま入れの必要項目、時期、巧ま 


■反お板-ガラス円筒の插お（ぉ時） 

参 に：?ま,胃 巧なは、ストーブを消义させ巧巧巧がしでから、おこなってください。 
巧いげ態でおこなラとやけどのおそれがあ0まず。 


•反射お及ぴガラス巧筒にほこりがたまりますと、反お巧をび悪くなるばかりでなく后おですので、次の要領で適時掃 
除をしでほこりを取り除いでください。 



1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）からはすし左側にまわしで 
<ださい。 

2. ガラス円筒を割らないよラに注意しで、巧陈機などで内部のほこ 
りをきれいに掃除しでください。 

3. やねらかい巧などで、反射板及びガラス巧廚をきれいに巧いでく 
ださい。 

4. 掃なびおねりましたら、ちとどおりに t ットしでください。 



■ガラス円筒巧部の掃な（適時） 

• G ： ご注意|«巧は、ストーブを消义させ巧か冷巧しでから、おこなってください。 
熱いがおでおこなラとやけどのおそれびあります。 


•長期間の使巧によりガラス巧筒びすずけで炎が見えにくくなつたときは、 22ページ 「ポットパーナの掃除 J の項に 
したがい、スケルトンをはすしで乃ラス巧筒を掃除しでください。 


:: 

或.,聋ずる喊辑^を雜鑛導':自;; '> S 非韓 



蜘げく’織欄靈猜 


巧:;; 




I 麵 r 減截臟觀蠻纖難 Wi 焦 


■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点巧（シ-ズンの巧め） 

•点义ヒータや点义ネットにすすび何富しますと、ホ熱び低下したり、油のひろびりび惡くなり、倉乂不良の原因にな 
ります。 

•ノプルの巧端にすすび付着しますと、異常燃焼になったり、着义不良や消义時間び長くなる原因になります。 
シーズン初めには、必す点検しでください。 

点义ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検•交換は破續のないよラに注恵しでおこなラ必要びありますので、必すお質 
い求めの販売店に依療しでください。 


■フレームロツド（燃巧制御装置）の点巧（适時） 

•フレー厶□ツドの巧端にすすび巧 a したり、フレーム□ツドびをおすると、誤作動の原因になりまず。 

すすの巧ちやフレーム□ツドの変おびある場さは、必すお貢い求めの販売底にな検-交換を依頼しでください。 

















■据環水の補給（適時) 



シスタ^ンタンク巧の循環かは、かしすつ霧発しますので、ときどき確認 
しで、循環水が不足しでいる場合は、そのつど規定が位まで巧暖房専用補 
巧液を補給しでください。 

•給か□扉を闆き、床暖房専巧捕巧おを上限が位まで追加しでください。 
["酷管などからの氷もれで補給する場含は、床暖房巧循環液を入れで^ 
し < ださい。 ^ 


•コ□ナ抑圧床暖房巧循環液は、凍結ず防の他に巧お房に使巧される機器（ストーブ•巧暧パネル•函管部馬®だ） 
の巧鑽効果を目的に作られた循環巧で、ずでに純水で道正な濃觀こ調食しでありまずので、試透転時にはこのまを 
ストーブに入れでください。？； ： 叩;も川;.....：;:.'..;..;..巧 k ;. 却::::,:： 

•惟なお巧の巧猪剤、不讓液(特に華雨届など)を使巧したり、禱資したりしますと巧鑽効果が発揮されず機器の祝 
义性がそこなわれたり、粘度があねずポンプの性能が十巧発揮されずに、沸騰してしまラごとがあります 。V 
参渥環液は、常温では哥乂しませんが、施熱されたストーブの上などにかかると療乂ずることがあり豪ずので、煎り 
扱いには十分注意しでください。 

♦循環、液は3をを宜るに入れ力、文でください。（賊封した循環液を桑む) 

•循環渡の凍結温度は、 — 巧でに調含されでいまず。 



■温水配管のがをれ巧認（適時） 

•ストーブ内部や温か配管接続部分からかちれびないことを確認しでください。 


■地震などの災害び発生したときの点巧についで 

•化獲などの災害び発生し、ス I ^ーブに振動や衝撃び如わったとまは、運転前に必す巧のなおをおこなっでください。 
-給が気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
’ 口油配管からのちれの確認 

点検で異常が'見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依賴しでください。 


9.定期点検 


長期間ご使巧【こなりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーブン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
者〔（財）曰本石油燃焼機器お巧協含 （TE L 03 — 3499 — 2928) でおこなラ按術管理講習含修了者 （5 巧機器技術管理 
±)など〕のいる店までお問いをわせください。 











■なのよラな現象はが障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度おおかめください。 


■使巧中に冥常がありましたら、次表により原困を調べで処置をしでください。 

•原因のねからないときや、処垣のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 
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細纖逆可補喊眉編?: 


纖靖齡晴曙轉議强麵靖 





娜賊欄雲葬焉麵轉誦捂苗 : i 




據諭,.写瓣議纖養:違强祖 


.郷糊碟讀靜群麵當-馨;，; 


、諭彌&ブ橄链衆姑い叛1 



IP ： 


現 象 

説 明 

1 ~ ~ ~~ ' 

巧めで使用するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱蓬料やほこ0が焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熱点义方すのためそ熱時間び2分程度必夏です。 

(予熱時間は室おにより夕少を化します。） 

燃焼開始時やお乂をに r ピチピチ j といラ音びする。 

本体内部か熱によ0膨張、収据するためです。 

点乂時にポンと音びする。 

点义するときに续をする着乂音で、異巧ではありません。 





















































現象 説明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎（ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

おが気筒の先端から連続のに白煙び化る。 

外気温び低くなると、が気乃ス中に含まれている水分が 
凝結しで水蒸気じなるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 

巧ミちぎれの際、一おおが大さくなつで消义する。 

異常ではありません。 1 


様ご相談窓□にご連絡ください。 X 設定室温表示にモニターサインび表示されます。 


さ 

を 

た';'': 
.ぶで背 

驚 

え'':;':''; 

:;み:.. A 

の 

覆 

議扣. 

が:;': お: 

護;;; 

滾 

発 

的 

な 

が 

% 

を 

夕 

る 

巧 

源 

;; .が;: n 
:部;; 這 
:を: ち;::^ 

:が;;':; •; 

太塞 
ま患 

:.ろ務繼も 

'沸渺ぉ 

ち觸雛ち 
ザ®欺を 

""し瑕:’:; 

: 苗壤 
- -が.' 

:雀惡 

难 

:- たず:^ 

:拳義:‘ 

m 

'が ネ:: 

满 

:背 馨 N ;;; 

:批 :;巧..; ミ..:.:: 

觀燃即 ; 
再骂#もを 

:站;;裹强罵 
: 立醉 
•:: •二‘.‘:.‘, 

振 

巧 

’ぜ 

幫霎 

皆’い,.'、 

: ミ;..;..;-.、.： 

'" r : 。 

.. …‘•一:::: .1 ミ；-.: •• .•.こ.-:ミ- 、•二: 1::、.： 

,';、：、’•，• W こ、，， ， < 

: 巧據巧 i 於 tT 難常 

... .••*•..、；；：：-:"• * *' <■** - * . * *• "•ぃ. -: ；. ..ま： ：.•"、、 ：•*：.* : . !•*> 

... "ぃ • . - 一 - 一 ■ * : ぃ i - * . -< ***•'■*■_» •一： -ィ 1 ■"■ぐ-** - 1 

、 • • :ミー： - f , ，こ；ぃ:‘， •,！ r,:H •ミ'.:、、 ••: •こ*; i /. 

.... • : 'バ‘ ミ’： ; . ' 



# 




コンたントに確実に: SG こむ：：' /V - 
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24ぺ~ジの f が藤な户のが連が発をしたときの為横についで J ^ 

め点検 頂 目を確誠し、遥転スイッチを巧し蘆し萬爲乂ずる • 
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コム製を猫窘を婿る山形(こなゥぞいる巧は平に 直ず 
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ファン巧- ^ 卿?をりをブラなな辜で掃炼する;,;:ぶ骂虽苗;;慶^^ 
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おが気简の取り、巧は皂適牲とす妾;.； . 笔 > .背皆: 1;.;'.;.; ; . うが r 
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正しく巧り巧ける ’ 、> 、‘ ； ‘• 、 ' : 
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給が気筒を掃賺する：、 \ ■：： . 

# 







おおっているあのを歌り縣く 
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' ちれ力巧を締め直ず（职秀店に修理を依頼ずる）ふ 
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L . _ 

給が気簡接統鋪の據皆む范直す; 

ゆるみを直ず 






すずをおり除 <( 販泰应に修理を依頼する) 
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規定水位まで觀を瀑をみ村を占 
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温? J < 配營のつぶれを舊ず。: 7リレブを臨ぐ 







設定室混、お刻なとをちットじ禹廣点火操ををする 







リじシトしち度扁み操離をずる; r V 
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適化な位置に取り倚け塵ず 





■部品な巧のとまのをち 

ミ王意 I 不完まなち巧、巧香は盾巧ですので、部岳の交巧、巧整び必爱の巧さには、お眞い巧 
めの巧巧店及は、修巧資巧ぎ〔 ( 巧）曰本 5 巧燃巧機巧巧巧 ® をでおこなラ巧術管理巧習をち 7 
さ（石巧が器巧術管巧 ±) など）のいるお売应にご巧鞍ください。 


部品交«は：] D ナ拥 ilE 音 B 品とご指定ください。 

f 細倍壤毒麵若: 

i 翻脚戀睡議 帮 J 謹;!鱗^^^^^^ 


遞 

‘潭请‘ ’ ‘ ^ 靡 g 簡:的'•袖 T お rr ぷ 


S 


12.巧管 (長期間使巧しない場含) 


設置したままで巧管される場をやしまわれるときは、曰常の点検•手入れの頂を参照し、巧の 
要領で保管しで < ださい。 

■ま入れのしかた 

1 . 垃ミち意] S おプラグを必ずコンたントから巧いでください。 

2. 油タンクのな巧は、すっかり出しでください。中に水分やごみ力 《 巧ったままじしでおきますと、巧タンクか•腐食ず 
る原因になります。 

3. 定油面器のストレーナをはすして、か分やごみをなき、定巧面器の中の巧巧を巧いでください。 

4. フアンガードのごみやほこりを取り除いでください。 

5. 前おをはすしで、掃陈機などでの部のほこりを取り除いでください。 

6. 塗装部分は、湿った巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどびある所をペーパーで磨き「巧修巧の塗料 J (別売品）で透装しでください。 

■巧管方を 

1. きれいじなったら、を燥した場所に横倒しじしないでおしまいください。 

2、 床暖の配舊を接続したままで保舊する場合は、と眼水位まで補給しておいてください。 

3, ストーブ巧の循環かを抜いで保爸する場をは、エアー巧きバルブを閲いでおき、エアー巧さノリレブ配管内ち乾爆さ 
せでください。 

4. 「取巧説明窒 J • 「工事説お皇 J は、大切に巧管しでください。 
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最大床暧房出力诚暖爵*掠） 
サポートヒータ化力(サポートヒータ累賠） 
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床吸房巧满な換器の最商使巧を巧 
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給が気廚の型なの峡ぴ 
お排気箇の呼び：透 
おが気椅の璧属通部の化症 

了巧お房逐お 
巧 f 気お W スト—ブ巧热逐祗 
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UH - F 70 PRF 慮本型 武. UH - F 70 PR 8) :: 

ットす.屋的巧-強制給が気お-強制な流お‘床暖房巧 

電気点义な _ _ 

なお ( J に1号な碰) 

0.78 しル 
- 0.22 L/h 

0.768 L/h _ 

0.198 L/h 

28,890 kJ/h 熱効率86.6% 

"■ 8.150 kJ/h 熱効率 83.8% 

28,450 kJ/h 熱効率 86.0% 

7,330 kJ/h 熱効率 78.2% 

6.95 kW 循環か量 180 L ル 

1.90 kW 循環か量10 0 L ル 

6.801 <\ A / 

1.59 kW 

最大燃焼時 1.51 kW 循環か畫 180 L ル 

0.500 kW 循県水量100 L/h 

86.6% (床暖房運転目盛大のとさ） 
78.2% (ストーブ単独運輯目盛微少のとき） 
木造 29.5 が （18 置）コンクリート 41.5 がに5置） 
木造 29.5 が （18 置）コンクリート48.0がに9置） 
木造29.日が （18 置）コンクリート 39.5 が （24 置） 
木造 29.5 が （18 置）コンクリート46.0がに8置） 
2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 

■ シスターン大気開放 

高さ6 15 mm 幅748謹 輿巧368腿（置台を含む） 

34 kg _^_ _ 

100 V 己 0 HZ /60 H 之 

点乂時 360/360 W ‘最大燃焼時 50/55 W 
最大 600/600 W し項乂巧期に短時間発を） 

扁乂時 340/340 W -最大燃烧時 28/25 W 
最大 600/600 W (点乂祝期に短時間発を） 


熱効率86.6% __ 
熱効率83.8% 
熱効率86.0% 
熱効率78.2% 
循環か量 180 L ル 
i 盾環か量 100 L ル 


循環か畫 180 L ル 
循環水量1001_ル 



最大運乾時目25/62目 W 
4.5 〜 16.5 が〔3養〜10置）（最大燃焼時） 

4.5 が （3 置） 

外径ホ8園こツプル _ _ 

QU 4-4 

— D 40 _ 

夺7加 m 

' 26 crci ^ 下 

260" C む下 
己 A •10 A 

巧震音動消火装置-点义安全装置-燃焼制御装置-淳電安を装置-過熱防止装置 

再点乂安を装置-循環か過昇防止装置-排気管巧け横知装置-サポートヒータ 
過熱防止装置-過電流檐止装置，燃焼巧送風磯異常検お装置-機巧サー吉スタ 


醒台 V 国-パジクチューブ 2.5 n • 本忆區定金員2個-ホースパンド2個 
給排気筒たット1あ•スリーブ1個-遮幫;板パ臣 < コム製を巧管締1寸バシド2個 


橋害）-標準適室は、な団法人-曰本ガス5巧機器工業含の曽定基準によります。 
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顏麵廉賺麵解‘畴弊姆穿知擊. 

圓顯 Pi 麵《謂 i 體 P 縣離'於/,: y ぶ 

態'; 凑麵 iliiiw? 说繼咖 纖も哨 
嚇錢誦圓が纖篇鱗靜れ r も成継 


野 






本 f 本區定金具 
100 on りす属声口品） 

が上 \ 10.5 cn 

\し：(上 




出寸法11011 





•テレビやラジオから1 m 赵上離しでください。 

♦側方障害物は、兩側にあつでちよい力 《 おが気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cm が上とつでください。 

•前方におや建物びある場含は給が気筒先端と前方障害物との距離は 60 cm む上離し、かつ上ちおよぴ両側方に気流を 
阻止ずる障害物がないよラにしでください。 

•給が気筒下面は地面から 20 cm 必上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒先端び雪でふさびるおそ 
れのない高さを確保しで < ださい。 

•木造の建物で壁にメタルラス張り、つ諫おラス張り、または盡厲お張りをしでおる場新に緩辦舞爲を璋ずときなお 
それらのを馬部に接しないぶラに努気的雜緣をしで〈ださい。 

•壁に巧をあける場含、璧の內部におる舉錶坂線•だス-か道の範當にあたらない揚巧を還んでください。ぶ 


給が気筒を延長ずる場さの注意 


•給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 なびりな下でお巧けられる場所を選定しでください。 


積雪が区における注意 


•積雪のをい地ちでは、積雪特に繪排気簡び雪でふさがれないよラな取が場所を選定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こずことびあります。 


据え巧け後のお認 




据え巧け-移設工事は販売店に依巧ずる 


据え付けや移設工事は販売店または、おえ巧け業者に依頼し、お客様ご自身では巧ねないでください。 


据え巧け場所の選定及び標華据え巧け側 


据え巧けについでは、义お予防を例、電気設備に関する按術薑華など法をの基準びあります。工事説明書（工事編）の 
I 特にミ主意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りください)」をお読みになり、販壳店又は据え巧け業者とよ 
<ご相談しでください。また、「標準据え巧け例」じついでは、下図を参照しでください。 


標華お文巧け例 


•遮熱板を取り巧けない域送な、 A 球蒸を 3 Qcin が上にしでぐだるい。 
•点検-ま入れのため、色す象を 30 cfi 臘がこしでください。 


45 cm 
む上 


4日 cm 
な上 




露 



据え巧けが終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（ちをのために必すお守 
りください)」をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据え巧けられでいるかどうかを確認しでください。 







試運おは販売店又は据え巧け業さとごいっしょに必すおこなってください。 

■運振華備 

♦ 拉ま意 l g 巧プラグをコン它ント に 方の根巧まで 巧巧に さしこんでください。 

•巧タンクに給巧し、送'莊経をの空気巧さをしでください。 

参送巧経路やストーブより油ちれびないか確認しでください。 

•配管途中にバルブなどがある場をには、ま開にしでください。 

•安を装置をむットしでください。 

〔定巧面器リ它ットレバー（黒毎）を在方向に止まるまで巧しでください。） 

鲁タイマー運転になっでいませんか。 


■循環巧の給水方'ま 

1 . 給水前にエアー巧きバルブびを開になつでいることをお窗 
しでください。 

(工場出荷時には開いであります。） 

必すを開にしでください。 


2. ストーブを測面のか位計で、シスターンタンクの規定水位 
(上限水位）まで循巧巧（コ□ナホ暖房巧循環液）を入れで 
ください。 


3. 操巧部の巧暖の換スイッチを「ストーブ床暖房」にたット 
しでください。 


4. 揉作部のサボートヒータスイッチを「入 J にしでください。 
循巧ポンプび運起を開始しまず。 


5. 器具の左背面にあるをさと戻り兩ちの温水ジョイントのコ 
ックを r 開 J じしでください。 

• 2 回路配管の場ちは、項目5、6を1回路すつおこなって 
<ださし、。 


6. シスターンタンクの水位び下びり始めますので上お水位ま 
で循環巧を給水しで < ださい。 

(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまでお水を続 
けでください。） 



り卜-ブ•床暖胡換1 
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7. シスターンタンクの水位び下がらなくなつたら循環液の給水は 
終了です。 

エアー 巧きバルブを r 閱」にしでください。 

• 循環ポンプの運転音び静かになります。 

8. 湿か配管路に、水ちれのないことを確認しでください。 

• 運おの途中で床暖ノ X ネル等にかもれびあつた場合は、操作部 
のサポートヒータスイッチを「の J にしで循環ポンプを停止 
させでくださし、。 

9. 異常のないことを確認したら完了ですので操作部のサポートヒ 
一タスイッチを[の」じしで循環ポンプを停止させでください。 



■運乾 

•運転は、ストーブ床暖房運転でおこない、正常に運起ずることをおかめでください。 


ストーブ床暖焉達乾 



1 . 運起スイツチを巧しで r 入」にしでください。 

• I ごま罰初めでお使いになるときは、が1^^料などが巧けて 
煙とまいびでます。窓をあけて部屋の換気をしでください。 

参約3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼にのりかわります。 


2. 温か配營経路に、水ちれのないことを確認しでください。 


♦運転の遂ホで温か骼爸経路にがちれがあつた場さ 
① g 作部の床お抑換スイツチを1：女卜ーブ単独 j に®りがえで循巧がシブを巧比させでください。 
( D 運転スイッチを押しで r 技] J にしでス h —ブの運転を痒止しで<ださい。 


3. 異常かザよければ、乂力調節つまみを[微少 J 〜 r 大」に設定しで 
ください。 

しばらくしで床暖パネルか 11かくなることを確認しでください。 
♦おのが態は、青いおの中にいくらかの黄色い炎（赤义）びまじつ 
でち異常ではありません。 
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4. 2◎路配管 （2 部屋配舊）の場含は A 回路， B 回路のそれぞれ、温かをき□•温が戻り□び間違いなく配管されでい 
ることを確認しでください。 


■消义のま順 



運起スイツチを押しで「の」にしでください。 

運較ランプび消巧します。 

燃焼室びちがすると白動的に燃焼巧送風機、巧流苗送風機、循環ポン 
プび停止し、時刻表示な外のすべでのランプび消なします。 


參正常運括しない場含は、 な〜 26 ページ 惭隋.異常の赁分け方と巧屢方おを參照しでく；だまい。 
♦長期簡の保管後、再び設垣する場をを楓運転」の柔順にしたびし、、試蒸較をおこなつ r ください。 
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お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品じついでのご相談は礫種咨をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼ください。 

ご稳居やご贈含攝などでお应りの場含は、下記のおおくの窓□じご相談く 
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(條蹈術用ダイヤル）へ直接おかけくださし、。 

FAX 01 20-919-3 呂 2 _ 

化巧道-東化地区のお客様は最まのサービスセンターへ直巧 
おかけ < ださい。 
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下£し(023)631-73目1(巧き） 
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本社，工場兰条巧東新保 7-7 
ホ日崎工場巧崎巿ま町 2-58 
長岡工場長岡巧下条町着ノミ寿1069 
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